
レセプト発行の流れ（柔整プラス）Ver3.49Ver3.49Ver3.49Ver3.49～

１、レセプトデータの作成

Ｆ３：レセプト → ①レセプト一括作成 メッセージの選択に気をつけて！

（ 施術年月入力 → 決定 → Ｆ１２：実行 → はい → はい → いいえ → ＯＫ ）

２、エラーチェック

Ｆ３：レセプト → ②レセプトチェック → 施術年月入力 → Ｆ１０：チェック開始

近接・同部位・保険情報等のエラー等 （『警告』・『確認』は、修正の必要有り）

■「摘要欄～」のメッセージは保険証変更されている可能性有

３、再提出設定

Ｆ３：レセプト → ⑦レセプト再提出

返戻・未提出分のレセプトを提出する場合、内容を修正後、

[[[[一括通院傷病登録]]]]にてＦ１２：登録 （レセプトデータの作成）を行なってから再提出の設定。

４、長期施術継続理由登録

初検日から３カ月を超えて治療を行っている負傷に、長期施術継続理由を登録します。

※レセプトの摘要欄へ長期施術継続理由書を印字させる場合は、この時点で理由文を登録下さい。

Ｆ３：レセプト → ③長期理由書登録 → 施術年月入力 → 実行 → いいえ

５、負傷原因登録

３部位逓減対象の、各負傷名に負傷原因を登録します（平成 23232323年4444月現在）

※［一括通院傷病登録］にて負傷原因を登録された場合でも、こちらで一度内容をご確認下さい。

Ｆ３：レセプト → ④負傷原因登録 → 施術年月入力 → Ｆ５：決定

６、レセプト発行 （返戻・追加請求分）

≪新レセプト用紙≫Ｆ３：レセプト → ⑤新レセ → Ｆ３：再提出表示 にて、レセプト印刷

≪旧レセプト用紙≫Ｆ３：レセプト → ⑧旧レセ → Ｆ３：再提出表示 にて、レセプト印刷

※旧レセプトはHHHH２３年３月以前のレセプトを印刷する際に使用するボタンです。

７、レセプト発行 （当月分）

≪新レセプト用紙≫ Ｆ３：レセプト → ⑤新レセ

■カルテ番号打ち Ｆ１２：バーコード指定 → Ｆ５：入力指定（本体orororor助成） →カルテ№入力→ 印刷

■バーコード打ち Ｆ１２：バーコード指定 → 自動読取りで印刷が始まります。

８、総括表印刷

Ｆ3333：レセプト → ⑤新レセ → 施術年月入力 → 決定

提出レセプトを全て印刷終了（印刷済）してから Ｆ４：総括表印刷

９、各種助成専用帳票印刷 （奈良県・静岡県）

（奈良県） 柔整システムプラス Ｆ３：レセプト管理 → ⑤奈良県福祉負担額支払明細書

（静岡県） 柔整システムプラス Ｆ３：レセプト管理 → ⑦静岡県医療助成医療費明細書

１０、協会提出用ＵＳＢメモリ・並び替えリスト作成

※ 提出用USBUSBUSBUSBメモリはパソコンから取り外した状態で画面を立ち上げて下さい。

Ｆ3333：レセプト → ⑥協会提出物作成

→ （USBUSBUSBUSB接続確認画面が出てる状態で）パソコンに提出用USBUSBUSBUSBメモリを接続

→ （USBUSBUSBUSB接続確認画面が自動で消えてから）施術年月入力

→ プリンタにはＡ４白紙の用紙をセット後 → Ｆ１２：開始

１１、バックアップ（データ保存）

Ｆ６：その他 → ①バックアップ → Ｆ１２：バックアップ実行

※ 月次更新前に必ずバックアップ 上書き確認のメッセージは毎回「はい」にて進む（毎回上書き保存）

１２、月 次 更 新 注意：月１回のみ実行します。必ずバックアップ後に作業を行って下さい。

柔整システムプラス Ｆ３：レセプト管理 → ⑥月次更新

通院の無い負傷名に「通院無し」が自動適用されます。

次月の入力へ・・・・

＊＊ 組合に提出する物 ＊＊

①レセプト（印鑑を忘れずに） ②総括表（１枚） ③ＵＳＢメモリ

④並び替えリスト（レセプトを並び替えて） ⑤各種助成専用帳票（奈良県・静岡県）該当者のみ
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全柔協サポート係 TEL：06-6315-5666

◆A4A4A4A4白紙をプリンタにセット

１）柔整システムプラス Ｆ３：レセプト管理 → ①長期理由登録・印刷 にて、理由書登録

２） 会員総合システム Ｆ３：レセプト → ③長期理由書登録 → 実行 → いいえ にて対象件数表示

→ 施術年月入力 → 決定

◆A4A4A4A4白紙をプリンタにセット

レセプト発行


